







　　　In Japan, English classes are generally conducted in Japanese. This leads to a 
perception of English as a subject of study rather than a means of communication. In 
recent years, a great deal of research has been aimed at increasing the use of English by 
Japanese English teachers. But other members of the school faculty are also appropriate 
language learning role models for students. This preliminary study looks at the impact 
of exposing students to videos of non-English specialist faculty members known to 
the students using English for authentic communication. Improvements were seen in 
students’ attitudes towards English and language learning in general, along with a 

































（Bayne, Usui and Watanabe, 2002）。たいていの学習者は、自分達のことを1言
語しか使えないモノリンガルだと思いこんでいる。英語を学習している日本人
学生の多くは、「自分は日本人なのだから英語が話せるはずがない」という固
定概念をもち（Hadley, Jeffrey and Warwick, 2002）、大学の英語クラスが始ま










Teachers of English - JTE）が、ほとんどいないことをMahoney（2004）は確
認した。入学試験への対応（Guest, 2000）、長年続く訳読を中心に据えた
教育の歴史（Sakui, 2004）、英語を使った授業に対する学生の適応能力へ
の懸念（Murphey & Purcell, 2000）、教員自身の言語能力に対する自信不足







（Honna & Takeshita, 1998）。
２－２　学生への影響力












































































（1=全く同意しない、 5=強く同意する） 授業前 授業後
1 日本人は、英語学習が得意である。 2.4 2.9
2 私は、英語学習が得意である。 2.3 2.8
3 日本人は、バイリンガルになれる。 3.6 4.1
4 私は、バイリンガルになれる。 2.4 3.3
5 完璧に英語を話すことが重要だ。 3.1 2.6
6 完璧に英語を話すことは、私にとっては重要だ。 3.0 2.9
7 私は、英語を話すときに間違っても気にならない。 2.6 2.8
8 私は、英語学習の上で、はっきりとした目標がある。 3.5 3.4
9 私にとって英語は身近なものだ。 3.3 3.5
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